
成分・表示名 用途 リスク 化学構造 適用法令（日本国内） 配合が好ましくない理由 論文、文献等

1

硫酸塩：

SLS「ラウリル硫酸Ｎａ」＆SLES「ラ

ウレス硫酸Ｎａ」

活性剤

□ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

☑刺激

□環境

他の界面活性剤に比べて、皮膚や眼などに炎症を起こす可能性が高いこと

が示唆されているため配合が好ましくない。軽度の皮膚刺激が起こる可能性

はあるが、一般的に皮膚刺激性はほとんどないと考えられる。

また、発がん性が指摘されているが、正確な因果関係は報告されていない。

https://www.medicaljournals.

se/acta/content/search/?searc

hString=Susceptibility+of+ato

pic+dermatitis+patients+to+i

rritant+dermatitis+caused+by

+sodium+lauryl+sulphate&typ

e=title

https://journals.sagepub.com/

doi/10.3109/10915818309140

713

2 フタル酸塩 可塑剤

□ガン

□人体

☑環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

内分泌攪乱物質（環境ホルモン）である疑いがあり、ホルモン系への作用が

人の健康また子孫の健康へ悪影響を引き起こす可能性がある。

https://www.jstage.jst.go.jp/a

rticle/jriet1972/3/9/3_9_625/

_pdf

Mechanisms of phthalate ester 

toxicity in the female 

reproductive system. 

(nih.gov)

3 ホルムアルデヒド 樹脂の原料

☑ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

配合禁止

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ネガティブリスト）

WHOの関連機関である国際がん研究機関（IARC）により「ヒトに対して

発がん性がある（Group 

1）」に分類されており、上咽頭がんなどの原因となるとされています。

https://www.ncbi.nlm.nih.gov

/pmc/articles/PMC4781641/

4 ホルムアルデヒド放出剤 接着剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

---
ホルムアルデヒドの吸引曝露時の毒性はシックハウス・シックビル症候群の症状

でもある頭痛、めまい及び目、喉、気管支などの炎症を含む急性症状を誘

発する恐れがある。

https://www.tandfonline.com/

doi/abs/10.3109/1040844910

9019569?journalCode=itxc20

5
レチニルパルミテート：

パルミチン酸レチノール
抗シワ作用

☑ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

日光により分解された際に、発がん性を有する可能性が示唆されているため

。

https://www.ncbi.nlm.nih.gov

/pubmed/15845224

https://onlinelibrary.wiley.com

/doi/full/10.1111/j.1600-

0781.2011.00557.x

6 ベンゾフェノン 関連化合物 UV吸収剤

□ガン

□人体

☑環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

ジヒドロキシジメトキシベンゾフェノンなど

粘膜使用化粧品：配合禁止

リーブオン化粧品：上限10％

洗い流す化粧品：上限10％

オキシベンゾン‐3（2‐ヒドロキシ‐4‐メトキシベンゾフェノン）

粘膜使用化粧品：上限5％

リーブオン化粧品：上限5％

洗い流す化粧品：上限なし

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ポジティブリスト）

内分泌攪乱物質（環境ホルモン）である疑いがあり、ホルモン系への作用が

人の健康また子孫の健康へ悪影響を引き起こす可能性がある。

水生生態系を壊したり、エストロゲン様作用を示すことで尿道下裂を引き起

こす可能性がある。

https://onlinelibrary.wiley.com

/doi/abs/10.1046/j.1365-

2230.2002.01095.x

https://onlinelibrary.wiley.com

/doi/full/10.1111/j.1365-

2605.2012.01280.x

https://www.sciencedirect.co

m/science/article/abs/pii/S002

2534707008889

https://www.sciencedirect.co

m/science/article/pii/S016041

2014001585

7 コールタール
石炭の乾留

副生成物

☑ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

--- IARCの発がん性リストの登録されている成分である。

https://journals.sagepub.com/

doi/10.1080/10915810802244

405

8 ハイドロキノン 美白

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

☑アレルギー

☑刺激

□環境

摂取により嘔吐・下痢、皮膚に繰り返し接触することで脱色素斑、アレルギ

ー性接触皮膚炎が起こる可能性、空気中では目の刺激、角膜の変色、失

明が起こる可能性があるため。

https://www.karger.com/Artic

le/FullText/454719

9 トリクロサン
抗菌剤

殺菌剤

☑ガン

☑人体

☑環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

上限0.10％

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ポジティブリスト）

人体の免疫系への悪影響や環境ホルモン作用の疑いがある。腸内細菌のバ

ランスを崩して大腸がんを促進した。耐性菌を増やすことで尿路感染症への

抗生物質の効き目が100分の１になる。低温焼却炉ではトリクロサンがダイ

オキシン類に転化する可能性が示唆された。

https://pubs.acs.org/doi/10.1

021/es500495p

10 トリクロカルバン
抗菌剤

殺菌剤

☑ガン

☑人体

☑環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

粘膜使用化粧品：上限0.30％

リーブオン化粧品：上限0.30％

洗い流す化粧品：上限なし

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ポジティブリスト）

人体の免疫系への悪影響や環境ホルモン作用の疑いがある。腸内細菌のバ

ランスを崩して大腸がんを促進した。耐性菌を増やすことで尿路感染症への

抗生物質の効き目が100分の１になる。低温焼却炉ではトリクロカルバンが

ダイオキシン類に転化する可能性が示唆された。

https://pubs.acs.org/doi/10.1

021/es500495p

11 アクリル酸エチル
塗料・接着

剤の原料

□ガン

□人体

□環境ホルモン

☑アレルギー

☑刺激

□環境

ウサギを用いた皮膚一次刺激性試験、4時間の適用で、痂皮、壊死塊、瘢

痕を伴う強度の紅斑と浮腫がみられ、腐食性とされている。アレルギー性皮

膚反応を起こすおそれがある。ヒトについては、「自律神経失調症」の記述が

あることから神経系、鼻粘膜が標的臓器と考えられた。

https://www.cerij.or.jp/evalua

tion_document/yugai/140_88_

5.pdf

12 鉛 金属

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

Pb
呼吸器や消化器を介し血液へ入ることで、慢性腎臓病、高血圧、生殖機

能障害を引き起こす可能性がある。

https://ehp.niehs.nih.gov/doi/

pdf/10.1289/ehp.93100177

13 酢酸鉛 金属

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

めまいや難聴を引き起こす可能性がある。

https://academic.oup.com/tox

sci/article-

abstract/13/3/509/1642263

https://link.springer.com/artic

le/10.1007/BF00179955

https://www.sanei.or.jp/imag

es/contents/290/Lead_and_co

mpounds_OEL_B.pdf

14 メタクリル酸エチル

15 メタクリル酸メチル

16 メタクリル酸ブチル

17 メタクリル酸ヒドロキシプロピル

18 メタクリル酸テトラヒドロフルフリル

19 トリメチロールプロパントリメタクリレート
合成樹脂の

架橋剤

□ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

☑刺激

□環境

皮膚、眼に対する刺激性に関して、ウサギを用いたドレイズ試験の結果、中

等度の刺激性 である。

ＥＵでも、Xi; R36/38(	目と皮膚に刺激性がある。)に区分されている。

20 ブトキシエタノール 溶剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

ラットなどの動物において、2‐ブトキシエタノールが代謝されできる2‐

ブトキシ酢酸により赤血球の細胞膜が破壊され、溶血性貧血を引き起こす

可能性がある。

https://www.sciencedirect.co

m/science/article/abs/pii/0006

295289903171

https://journals.sagepub.com/

doi/abs/10.1177/0960327193

01200409

21 カーボンブラック 着色剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

---
微粒子であるため、肺の気管支部分に蓄積する。これにより呼吸器疾患や、

酸化ストレスによるDNAが損傷し肺がんを誘発する可能性がある。

https://www.sciencedirect.co

m/science/article/abs/pii/S004

1008X0900218X

https://downloads.hindawi.co

m/journals/iji/2014/827019.p

df

22
メチルセロソルブ

メトキシエタノール
溶剤

□ガン

☑人体

☑環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

吸入または、代謝されたメトキシ酢酸が内分泌かく乱物質として作用し、精

巣破壊を引き起こす可能性がある。

経口、経皮吸収により、赤血球が減少し貧血を引き起こす（血液毒性）

可能性がある。

https://www.sciencedirect.co

m/science/article/pii/S221475

0020303401#bib0030

https://oem.bmj.com/content

/60/2/130.full#ref-27

https://onlinelibrary.wiley.com

/doi/abs/10.1002/jbt.2570010

307

23 メチルクロロイソチアゾリノン 防腐剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

☑アレルギー

□刺激

□環境

粘膜使用化粧品：配合禁止

リーブオン化粧品：配合禁止

洗い流す化粧品：上限0.1％

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ポジティブリスト）

皮膚でのアレルギー反応が見られ、パラベンと同程度くらいの人に対して現れ

る反応である。また、神経毒性があり、神経突起成長を妨げる可能性もある

。

https://journals.lww.com/der

matitis/Abstract/1993/06000/

Methylchloroisothiazolinone_M

ethylisothiazolinone.4.aspx

https://www.sciencedirect.co

m/science/article/abs/pii/S030

6452211014497

24 水銀、水銀化合物（チメリソル） 美白

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

☑アレルギー

□刺激

□環境

Hg
配合禁止

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ネガティブリスト）

水銀はかなり毒性が高く、経皮吸収される。水銀配合の化粧品の使用によ

る水銀中毒が報告されているため。また、水銀化合物についても感作性の報

告があるため。

https://www.ncbi.nlm.nih.gov

/pmc/articles/PMC3514464/pd

f/jpmph-45-344.pdf

https://www.ncbi.nlm.nih.gov

/pmc/articles/PMC1070961/pd

f/wjm17300015.pdf

http://www.thaiscience.info/jo

urnals/Article/JMAT/10402248

.pdf

25 不溶性プラスチックマイクロビーズ スクラブ剤

□ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

☑環境

--- 海への流出により、海洋生物の健康や生態系に影響を及ぼすため。

https://www.resource-

recovery.net/sites/default/files

/leslie_plastic_ingredients_in_c

osmetics_2014.pdf

26
タルク：アスベストを含まないタルクは

OK。
感触改良

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

---
アスベストは、吸入されると肺に蓄積され、肺機能に障害を及ぼす。タルクに

含まれたアスベストも、中皮種の原因となる可能性があるため。

https://oem.bmj.com/content

/oemed/50/9/785.full.pdf

https://www.tandfonline.com/

doi/full/10.1179/2049396714Y

.0000000081

27 トルエン 溶剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

妊娠中の吸入は、胎児毒性の症例が多く報告されている。また、神経毒性

や肝臓・心臓・腎臓への毒性も多く報告されているため。

https://ehp.niehs.nih.gov/doi/

pdf/10.1289/ehp.94-1567945

28 BHA：ブチルヒドロキシアニソール 酸化防止剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

ラットにおける高用量のBHAで、乳頭腫や膀胱の乳頭状または結節状の過

形成、前胃腫瘍が確認されているため。

https://www.jstage.jst.go.jp/a

rticle/cancersci1959/75/9/75_

9_769/_pdf/-char/ja

http://citeseerx.ist.psu.edu/vi

ewdoc/download?doi=10.1.1.

826.6007&rep=rep1&type=pd

f

29 BHT：ジブチルヒドロキシトルエン 酸化防止剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

ラットにおける高用量のBHTで、乳頭腫や膀胱の乳頭状または結節状の過

形成が確認されているため。

https://www.jstage.jst.go.jp/a

rticle/cancersci1959/75/9/75_

9_769/_pdf/-char/ja

30 メタノール 溶剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

配合禁止

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ネガティブリスト）

メタノールおよびその代謝物であるギ酸により、網膜や視神経が損傷し、失明

する可能性がある。

https://www.pnas.org/content

/100/6/3439.short

31 アクリルアミド
合成樹脂の

原料

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

アクリルアミドモノマーは、皮膚に浸透性あり。 

2世代生殖試験において飲料水中に最高5 mg / kg day（‐

1）の濃度でアクリルアミドは、親毒性を示した。国家毒性プログラム（NTP

）の生殖および神経毒性試験において男性の生殖能力の低下が見られた。

アクリルアミド神経毒性のメカニズムは、中枢神経系と末梢神経系の両方で

発生すると考えられている。また哺乳類の系におけるアクリルアミドの遺伝毒性

作用は、微小管の破壊を介して起こる可能性がある。

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.g

ov/16154914/

32
スチレン

スチレンオキシド
樹脂

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

マウス試験において、赤血球のALADの阻害活性あり

https://www.jstage.jst.go.jp/a

rticle/juoeh/10/3/10_KJ00002

572210/_pdf/-char/ja

33 ノニルフェニルエーテル 活性剤

□ガン

□人体

☑環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

環境省から「内分泌撹乱作用を有すると疑われる化学物質」として65物質

がリストアップされている。

https://www.env.go.jp/chemi/

report/h21-01/pdf/chpt1/1-2-

3-10.pdf

https://www.cerij.or.jp/evalua

tion_document/yugai/9016_45

_9.pdf

34 加水分解コムギタンパク 保湿剤

□ガン

□人体

□環境ホルモン

☑アレルギー

□刺激

□環境

---

加水分解コムギ（HWP : Hydrolyzed Wheat 

Protein）を含有する洗顔石鹸の長期使用により経皮・経粘 

膜的に感作され、コムギ製品の経口摂取により食物アレルギーを誘発する事

例が数多く報告され、社会的に大きな問題となっている。

https://www.jstage.jst.go.jp/a

rticle/jts/40/6/40_745/_pdf/-

char/ja

https://www.jstage.jst.go.jp/a

rticle/kagakutoseibutsu/52/7/

52_431/_pdf

35
クロルヘキシジン

（グルコン酸塩及び塩酸塩）
消毒

□ガン

□人体

□環境ホルモン

☑アレルギー

□刺激

□環境

粘膜使用化粧品：上限0.05％

リーブオン化粧品：上限0.05％

洗い流す化粧品：上限0.1％

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ポジティブリスト）

クロルヘキシジンは、主に外科および歯科領域における皮膚や粘膜の消毒剤

として使用されている。しかし、長期間の曝露により、接触感作やアレルギー

性接触皮膚炎・口内炎が誘発されるという報告もある。

https://www.jstage.jst.go.jp/a

rticle/jsei/30/2/30_14-

008/_pdf

36 ミルセン 香料原料

☑ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺

□環境

ラット試験（0.5g /kg or 0.25~0.5g 

kg投与）において腎尿細管腺腫や癌の複合発生率が有意に増加すること

や、腎尿細管腎症の発生率増加が観察される。

http://www.ecetoc.org/wp-

content/uploads/2014/08/JAC

C-030.pdf

NO3 Clean Beauty Standard

塗料・接着

剤の原料

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

☑刺激

□環境

ウサギを用いた刺激性試験より、皮膚・眼刺激があると判定。ＥＵでもXi; 

R36/38(	目と皮膚に刺激性がある。)に区分されている。

ヒトについて、「萎縮性鼻炎、喉頭炎、自律神経障害、神経衰弱、頭痛、

めまい、神経過敏、集中力散漫、記憶力の低下」等の記述があることから、

標的臓器は呼吸器、中枢神経系と考えられた。

https://www.env.go.jp/chemi/

report/h15-01/pdf/chap02/02-

2/02/48.pdf
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塩化ベンジル

（クロロメチルベンゼン）

催涙ガス

香料原料

☑ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺

□環境

肝臓および腎臓に影響を与えることがある。 組織損傷を生じることがある。 

人で発がん性を示す可能性がある。 

動物試験では人で生殖･発生毒性を引き起こす可能性があることが示されて

いる。 

38 プレゴン 香料原料

☑ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺

□環境

げっ歯類に対する肝毒性を示す報告が多数あり、ヒト肝臓に対する投与実

験では、miRNA発現量の変動が報告されている。

39 サフロール 香料原料

□ガン

□人体

□環境ホルモン

☑アレルギー

□刺激

□環境

重症肝発がん性が報告されている。サフロールに含まれるメチレンジオキシフェ

ニル構造の反応生成代謝物(RMs)が肝毒性を媒介する可能性が実証され

ている。

成分・表示名 用途 リスク 化学構造 適用法令（日本国内） 配合が好ましくない理由 論文、文献等

制限有成分

40 パラベン 防腐剤

☑ガン

□人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

上限1.0％（各種塩類合計量として）

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ポジティブリスト）

女性ホルモンのエストロゲンに似た働きをするパラベンがホルモンを破壊し、乳

がんのリスクを増加させているという仮説があるため。

https://www.sciencedirect.co

m/science/article/pii/S004100

8X98985441

41 フェノキシエタノール：1％未満 防腐剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

☑刺激

□環境

上限1.0％

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ポジティブリスト）

1％フェノキシエタノール配合水性クリームにおける人パッチテストの結果、接触

性皮膚炎の症状、兆候及び刺激無し（n=2736)文献１、ラットに対する

経口投与した際の毒性無し、一方、ウサギを使用した試験では2.0%フェノ

キシエタノールにおいて皮膚においてわずかに刺激性あり

1.https://translate.googleuser

content.c 

om/translate_c?depth=1&hl=j

a&prev=search&pto=aue&rurl

=translate.google.com&sl=en

42 ナノ粒子– EU定義
浸透性、機

能性を高める

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

☑環境

---
文献無し、ナノマテリアル化することによる人体への影響不明（特にナノマテリ

アル化していない物質と比較し物質の表面積が大きくなる、皮膚透過等によ

る影響を懸念）、環境中に放出した際、回収不可

43 DEA：ジエタノールアミン 活性剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

DEAによるコリン欠乏がげっ歯類の肝腫瘍を引き起こす作用機序の中心であ

るという仮説を支持する結果が報告されているため。

※ヒト肝細胞ではDEA処理をしてもDNAは合成しなかった為、ヒトでの発が

ん性リスクは少ない

https://academic.oup.com/tox

sci/article/67/1/38/1663430

44 メチルイソチアゾリノン 防腐剤

□ガン

□人体

□環境ホルモン

☑アレルギー

□刺激

□環境

粘膜使用化粧品：配合禁止

リーブオン化粧品：上限0.01％

洗い流す化粧品：上限0.01％

（厚生省告示第331号　化粧品基準　ポジティブリスト）

メチルクロロイソチアゾリノンとの混合物でのアレルギーが多く報告されており、メ

チルイソチアゾリノン単体でも高濃度(600ppm以上)では、皮膚感作性が

みられたため。

https://journals.lww.com/derma

titis/Fulltext/2013/01000/Meth

ylisothiazolinone.2.aspx#

https://journals.sagepub.com/

doi/pdf/10.1177/10915818103

74651

45 動物由来の油：ムスク、脂肪 油剤

□ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

---
分解されにくいため、体内に蓄積しやすい。特に、脂肪組織に蓄積しやすい

ため、母乳を介した乳幼児への健康被害が考えられる。

https://link.springer.com/chap

ter/10.1007/b14124

46

1,4ジオキサン

：洗い流す製品は10ppm以下、リ

ーブオン製品は3ppm以下

活性剤の製

造副生成物

☑ガン

☑人体

□環境ホルモン

□アレルギー

□刺激

□環境

10ppm以下（日本化粧品工業連合会の規制（ICCRの勧

告をうけて）)

マウスに１,4‐

ジオキサン蒸気を6時間/day吸入させた。2年間において250および1250 

ppm暴露群の生存率は低下した。

https://www.tandfonline.com/

doi/abs/10.1080/0895837080

2629610
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